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Shimogori Newsletter

謹賀新年

2019年が始まりました。
謹んで新年のお喜びを申し上げます。
旧年中は、皆様のご理解とご協力を頂き、心から感謝しております。
学院の特⻑である「流暢さの追求」と「正確さの育成」のバランスを
取りながら、生徒が自信を持って英語の勉強ができるよう、
講師全員頑張っていきます。
今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

中1セミナー

2018年12月22日から25日の4日間、アメ
リカ、ノルウェー、イギリス出身の講師
とともに、中学一年生対象の冬期セミ
ナーを行いました。1時間目は、Quiz 
Nightという英語で書かれた物語を読み
ました。受講した生徒からは、一冊の本
を読み終えた達成感を感じたという声が
聞かれました。また、発音記号の読み方
も導入しましたので、今後の英語の勉強
で役立ててもらいたいと思います。今回
は、初めて、外国人の先生へのインタ
ビューを自分で聞き取る課題が、出され
ました。大半の生徒が、何回もＣＤを聞
いて内容を掴み、授業に臨んでいました。
スピードや内容を中1のレベルに合わせ
て調整して作られたものではない音声教
材に挑んだことが今後の勉強への刺激と
なってくれることを願っています。外国
人講師による授業は、楽しかったと同時
に、自分の課題も発見したようでした。



中1生徒のコメント

▶ 外国人の先生のクラスでは、いつもＣＤで聞いている、きれいな英語ではなく、本場
の英語に触れることができました。どの外国人の先生も教え方が上手だったし、とてもお
もしろかったです。1日で覚える文が多すぎて、特に最終日は、大変でした。ですが、で
きないことはないので、毎日頑張れました。普段はできない体験ができたし、英語力も伸
びたと思います。きつかったけど、とても楽しい4日間が過ごせました。

▶ 友だちとテーマに沿って話をするのが新鮮で、楽しかった。クリスマスやお正月に関
するインタビューを聞き取るのはとても難しかったです。思っていたより外国人の発音が
わかりにくくて、ペースが速かったので、とても驚きました。

▶ 1日の中で何回もＣＤを聞きました。4日間ほとんど英語漬けでとても大変だったけど、
自分でも途中で投げ出さずに、よくやったと思います。4日間で英語力が結構ついたと思
うので、普段の授業でも、発揮できるように頑張りたいです。

▶ 私は外国の先生方と会話をするのが好きなので、3限目の授業が一番楽しかったです。
しかし、先生方と話す中で自分のレベルを痛感しました。将来海外に行きたいと思ってい
るので、これからは更に気合を入れて頑張ろうと思いました。リスニングが苦手なことや、
突然ふられた時にすぐに答えることが苦手だとわかったので、克服したいです。

▶ このセミナーで、外国人の言っていることがわからないことがよくあったけれど、自
分がもっと勉強するためのモチベーションが上がったと思う。ゆっくり言ってくれたり、
日本語で言ってくれた部分もあったけれども、普通の速度で話される英語や、なまり、知
らない表現などでも、分からないようにしないと、将来、自分一人でネイティブの英語を
聞かなければならないとき、できないので、しっかりやりたい。



中2セミナー

12月26日から30日までの5日間は、中学2年生を対象としたセミナーを行いました。高校生
レベルの内容の物語を読み、分詞構文や仮定法過去といった文法事項を学び、外国人講師
による授業を受けるという盛沢山な内容でした。また、準1級レベルの4枚の絵をストー
リーにして英語で書いてくるという課題もありました。まさに、4技能を鍛えられた5日間
でした。その5日間で、夏期セミナーのときより英語を話す力がついたことを実感した生徒
が多かったようです。

中2生徒のコメント

▶ 物語の読解の授業は、分からないこともあったし、難しい文法も出てきたが、少しハ
イレベルな内容もわかるようになったので、これからの授業や将来に確実につながると思
いました。3，4時間目は、ペンを使わずに、自分の英語で話す練習だったけど、夏のセミ
ナーよりも確実にうまくなったと思います。

▶ 僕が一番感じたのは、日本人と外国人は、言語の仕組みが全く違うということです。
1時間目の授業では、文法の違いを学び、ランディとクリスの授業では、発音が違うと、
全く違う意味にとられたりしたので、そこを強く感じました。文法も発音も、コツコツ練
習していくことが大切だと感じました。

▶ 私は夏期セミナーの時、以前より結構上達したと思ったので、冬期セミナーに参加し
たいと思いました。1時間目は、自分が思っていた和訳と違ったときに、分かりやすい解
説で、理解ができました。また、たくさんの知識を得ることができました。2時間目（そ
の日の重要文法の口頭練習）は、あてられるとすごく緊張しましたが、その分、力がつい
たと思います。この時間は、以前習ったことの復習になりました。3，4時間目は外国人講
師による授業でした。特に、ランディの授業で、物語を自分の言葉で言うことが一番大変
でしたが、力がついた授業だったと思います。

▶ 毎日朝起きるのがつらかったけど、終わったらすごい達成感が味わえて良かった。毎
日、4枚の絵の予習と清書、文章を読む練習に、テキストの問題をしなければならず、さ
らに学校の宿題もしなければならない。時間の使い方のスキルが備わったなと思う。この
セミナーを乗り切ることができたので、3学期や3年生になっても楽しく授業を受けられる
と思います。



Winter Seminar – 2018 – Feedback

＜Chris先生＞

This seminar has been wonderful! Both the J1 
and J2 students really gave a lot of great effort. 
The students had to listen to myself and other 
teachers speaking at a natural speed, both in 
the interview recordings and in the classrooms. 
This really impressed me since I did not change 
my vocabulary or speaking style and they have 
not yet learned many of the expressions I used. 
Teaching them was really easy too, because 
they were quick to answer questions and rarely 
struggled with long periods silence and they 
instead stayed positive and smiled even when 
they had made mistakes. They quickly thought 
of things to say, and they even answered when 
they only had part of the understanding. This 
was very encouraging, because it gave them 
many opportunities to practice their English in a 
natural environment. They also had intelligent 
questions during the seminar, such as how to 
say an expression in English, the proper 
meaning/definition of new words, and even 
why we should use one expression over another. 
I am very excited to see how they do in their 
next level of classes during the coming year and 
their future careers/goals!

今回のセミナーは素晴らしかったです。
中学1年生も2年生も、本当にがんばりま
した。彼らは、インタビューの音声教材
や、授業の中で、私や他の外国人講師が
普通の速度で話すのを聞かなければいけ
ませんでした。私は、使う語句や話し方
を中学生だということで、合わせること
もせず、また、使う英語の表現も彼らが
習っていないものも使いました。それで
も、中学生は頑張り、耳を傾けてくれた
ので、感心しました。質問に対する反応
も速く、めったに⻑い沈黙というものが
ありませんでした。間違いをしても、前
向きで、笑顔でした。言うことをすぐ考
え、理解半分でも、答えようとしました。
だから、とても教えやすかったです。生
徒のこういう姿勢を頼もしく感じました。
自然に英語を学ぶ機会をこのような環境
の中で与えることができたと思います。
セミナーでは、英語での表現方法に関す
る質問や、新語の意味や定義に関する質
問、また、ある表現より別の表現を何故
使うのかといった、知的な質問を受けま
した。来年度から、一つ学年が上がるク
ラスで、生徒たちがどのように伸び、ま
た、このような経験が、彼らの将来設計
にどのように影響を及ぼしていくのかを
見るのが楽しみです。



Martin先生

A Comparison of Japanese and American Students

While working at Shimogori English Institute as a 
foreign teacher for the past year, I have joined many 
different classes and met a variety of students. From 
the beginning, I have noticed many contrasts between 
Japanese and American students. In America, I 
attended public school my whole life, and I also have 
done work with pre-school through junior high school 
students, and since coming to Japan, I have often 
worked with pre-school, elementary, and high school 
students. However, no matter the age group, I am 
always amazed by the motivation, dedication, and 
discipline of the Japanese students I have encountered.

日本とアメリカの学生の比較

この一年、外国人講師として、下郡英会話学院で
異なる学年のクラスに参加をし、その中で様々な
生徒達と出会いました。学院で働くようになった
当初から、日本とアメリカの生徒が多くの点で、
対照的だと気付きました。私は、アメリカでは、
公立の小中高に通いました。その後、幼児から中
学生までを教えた経験もあります。来日してから、
幼児、小学生、そして、高校生と教えてきました。
しかし、どの年齢であれ、私がいつも目を見張る
のは、日本人の生徒のやる気、熱心さ、そして、
行儀のよさです。

＜イザベラ・コントレラス先生＞ （米国テキサス州出身）

＜上村先生＞

冬期セミナーの4日間、皆さんよく頑張りましたね！
70分の読解授業、60分のドリル授業、55分のコミュ
ニケーション授業と3時間以上の授業を元気よく、集
中して受けている姿は、とても頼もしく見えました。
⻑い会話文の暗唱にも前向きに取り組み、しっかり
と大きな声で発表でき、ペアでの応用会話の活動で
も楽しそうに会話が弾んでいきましたね。CDに入っ
ている外国人の先生方のインタビューを聞き取って
メモをとってくるという宿題がありましたが、アメ
リカだけでなく様々な国出身の先生方の話す英語に
は違いもあり、ナチュラルスピードでとても速く、
聞き取るのに苦労したことでしょう。完璧にすべて
聞き取ることができなくても、その過程に大きな意
味があると思います。何度も聞いた人は気づいたと
思いますが、耳がだんだん慣れてきて、繰り返し聞
くほど聞き取れる語も増えてきて、大まかな内容も
理解できるようになってきます。また先生方の出身
国でのクリスマスやお正月の過ごし方も、とても興
味深く感じたのではないでしょうか。これからも英
語学習を通じて、他国の文化や習慣に触れ、理解を
深めていくことを願います。この4日間のセミナーを
がんばり抜いたという経験は、確実に皆さんの自信
と学習意欲につながっていると思います。



Educational culture itself is very different in the 
US compared to Japan. In Japan, I often see 
students of all ages, even as young as seven, 
going to cram schools, participating in club 
activities, and learning English, all while 
attending their full-time school. I see them 
taking extra classes during breaks and on 
weekends. Seeing them using their free time to 
further their education rather than for leisure, 
which only becomes more rigorous as the 
students get older, is vastly different between 
the two cultures. While I am sure that Japanese 
children, like everyone else, would much rather 
spend their free time having fun, they instead 
do all these extra activities and perform very 
well. 

For example, they don’t resist the teacher much, 
they actively participate, they turn in their 
homework, they do their classwork, and most 
importantly, they try their best. Even if they’ve 
had a long day with other homework waiting to 
be finished, they still actively participate. For 
most American students, this would not be the 
case. Classroom management is much more 
difficult in the US, especially for any kind of non-
mandatory activities. Often, students do not do 
their homework or try very hard to participate 
at school. In my experience, if the average 
American student were told to attend any kind 
of extra classes, they would revolt much more 
and not care as much about them. 

At a preschool where I teach in Oita, I catch a 
glimpse into the elementary school culture as 
these pre-school students are prepared for the 
routines of elementary school. This is 
completely different from most American pre-
schools and kindergartens, which are mostly 
based on free play with simple lessons mixed in. 
Comparing the two cultures side-by-side has 
been an eye-opening experience and has made 
me think about the good and bad of each one. 
However, the fact remains that I am awed by 
the abilities, progress, and positive behavior of 
every single student at Shimogori English 
Institute.

Isabela Contreras

日米間では、教育風土そのものが異なります。
どの年齢の生徒も、たとえ、7歳と小さくて
も、塾に通い、クラブ活動に参加をし、英語
を学んでいます。もちろん、学校にも通って
います。休みの時や、週末に補修を受けてい
る姿も目にします。日本の生徒たちが、自分
たちの時間を余暇ではなく、勉強を進めてい
くことに費やしているのを見、さらに、学年
が高くなればなるほど、より厳しくなってい
る姿に、日米の教育風土の違いが大変大きい
ことに、気が付きます。きっと、日本の子供
たちも、他の子どもたち同様、自分の時間を
楽しいことに使いたいと思いますが、彼らは、
学校外の様々なことにも専心し、すばらしい
成果を上げているのです。

日本の生徒は、たとえば、教師にあまり反抗
しません。積極的に何事にも参加をし、宿題
は必ず提出し、授業にきちんと臨み、しかも、
最善を尽くします。これが、一番大切なこと
です。たとえ、終わらせなければならない宿
題があって大変な時でも、積極的に参加をし
ます。アメリカの生徒はというと、大半はそ
うはいきません。米国では、特に、参加が義
務付けられていないようなことをさせようと
するとなると、教室運営が日本に比べるとは
るかに大変になります。生徒が宿題をしてこ
ない、また、授業に熱心に臨まない、などは、
よくあることです。私の経験から申しますと、
平均的アメリカ人の生徒が、補習にでるよう
にと言われると、その内容が何であれ、より
一層反抗し、そんなものは知ったことではな
いという態度をとるでしょう。

私が大分で教えている保育園では、園児が小
学校の日課に慣れるよう備えているので、幼
稚園にいながら、小学校の様子に少し触れる
ことがあります。この教育のやり方は、大半
の米国の保育園や幼稚園とは全く異なります。
米国では、保育園や幼稚園は、簡単な授業が
あるものの、たいていは、自由に遊ぶように
なっています。私は、二つの文化を対比する
ことで、視野が広がり、日米それぞれの良い
ところ、悪いところにについて考えさせられ
ました。しかし、下郡英会話学院の一人一人
の生徒の能力、上達ぶり、そして、積極的姿
勢には、いつも感心させられています。



小学5年生クラス
2学期最終日、自分の1日の習慣を発表するスピーチコンテストを行いまし
た。堂々と前を向き、usuallyやalwaysなどの言葉も入れて、スピーチをす
ることができました。審査をしてくれた外国人講師からは、発音がかなり
良くなっていること、 声が大きかったこと、よく覚えていたことが褒め
られました。今後の課題として、抑揚のある英語を言えるようになること
だということも指摘されました。話す英語がお経のようにならないよう、
練習をしていきましょう。2学期の皆さんの努力に対し、修了証書が渡され
ました。3学期は、The Very Hungry CaterpillarとThe Very Dangerous 
Driverを読みます。早速、1月の授業では、物語で使われる過去形を勉強し
ました。外国人講師との会話では、「久しぶり」会話に加え、冬休みに何
をしたかという会話を練習し、発表をしました。また、冬休みの課題の、
「書く練習」の成果を見るために、40点満点のテストをしました。意識し
てきちんと覚えながら練習した生徒さんは、満点、もしくは、それに近い
点を取り、幸先の良い一年のスタートを切ることができました。6年生、
中1になったときに向けて、徐々に、書く練習もしていきましょう。

小学6年生クラス

3学期は、2つの物語を読み、さらに、自分のスピーチを作り、最終日に発
表をします。英語の文字を読め、短い英語の物語を理解し、さらに、その
物語について外国人講師からの質問に英語ですばやく答えられるようにな
ることが目標です。12月の最後の授業で配布した物語のＣＤに不備があり、
生徒の皆さんには、ご迷惑をおかけしたことをお詫びします。新しいＣＤ
を1月の最初の授業で配布しましたので、それで、十分に読む練習をしてく
ださい。そして、中1に向けての準備をしていきましょう。



３学期の行事予定

３学期 １月７日（月）～３月２４日（日）

1月19日（土）・20日（日） 中1 第2回 2年次クラス編成用テスト

2月16日（土）・17日（日） 中1 第3回 2年次クラス編成用テスト

3月3日（日） 新入生説明会

3月17日（日） 小学6年生授業参観・進級説明会

3月1８日（月）〜3月22日（金） 小学5年生授業参観

※日程は変更することがあります。予めご了承ください。

2019年度新入生募集中

来年度新入学生を募集しております。ご親戚・ご友人・ご兄弟等でご入学をご希望の方は
お気軽に学院までご連絡ください。

学年 曜日 時間 定員

小学5年生 月・火・金 4:50～6:20 各クラス15名

※月曜日クラスは現在キャンセル待ちとなっております。

小学6年生 月・火・金 5:30～7:30 若干名募集

※2019年度小6クラスは継続生と合同クラスとなります。

中学1年生 土・日
（土・日）15:50～18:30
（土）19:00～21:40
（日）18:50～21:30

各クラス30名

※土曜日19：00クラスは残席僅かとなっております。

現在小学生クラス在籍の方で、進級クラス希望申込書をご提出でない方は、お早めにご提出下さい。
既にご提出されている方につきましては、すべて第一希望クラスでお受けしております。
中学生以上の進級クラスにつきましては、後日改めてご案内いたします。


